
第23回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会
～重度重複と高齢の聴覚言語障害者の発達と権利を考える～

実施要綱(簡易版）

1．主旨

わたしたちは、障害者、高齢者をはじめ、すべての人たちの暮らしと人権を守り、幸せを実現す

るため、日々の社会福祉事業を行っています。しかし、社会福祉制度の「改革」により、給付の抑

制と自己負担の増によって福祉が利用できない人が増え、市場化と「自助・共助」による「全世代

型社会保障」が進められ、「権利としての社会福祉」がなし崩しにされようとしています。また、

社会福祉法人制度の「改革」により、法人組織と会計を企業型変え、「地球共生社会」に貢献する

社会福祉法人、法人の大規模化を進めようとしています。

また、昨年4月には障害・介護・医療分野の報酬が同時改定されました。障害者の就労系におけ

る成果主義導入､障害児の放課後等への区分導入､介護の自立支援型介護･重度化防止への財政誘

導などにより、権利としての事業理念、いきいきと働きたい、豊かな放課後、ゆったりとした高齢

生活を歪め、事業所も減収となるなど施設経営にも大きな影響を与えました。また､報酬削減によ

り事業所の倒産・閉鎖は毎年過去最高を更新、職員が確保できないことからサービス縮小を余儀

なくされるなど深刻な状況が続いています。

このような情勢下でも、手話言語条例が全国各地で採択され「手話は言語」「コミュニケーション

は権利｡生きる力」との理念をかかげ､「コミュニケーションと情報提供そして聴覚障害者の集団、

居場所､役割」が保障された事業所が全国各地に誕生し、ろう重複やろう高齢者の暮らしと権利を

守る豊かな実践が展開されています。

そして今こそ当事者や事業所で働く人たちの実態や願いを実現・発展させるために、実践を持ち

寄り、制度や実践の課題と解決策を探求.提案していくこと､それを掲げた力強い運動を展開する

ことが重要です。

本集会では、

①事業所における発達や権利保障についての専門的な支援・実践を持ち寄り、前進させる。

②各地で展開されている当事者の暮らしと権利を保障するための新たな事業展開についての交
を宜
〃化o

③ろう重複・ろう高齢者の障害や支援の特性を踏まえた制度づくりに向けた問題提起と制度改

善に取り組みます。

以上の3本の柱をもとに全国のなかまと交流､研究し合い､聴覚障害者福祉の向上に努めます。

2．主催 社会福祉法人大阪聴覚障害者福祉会

社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会

社会福祉法人埼玉聴覚障害者福祉会

社会福祉法人東京聴覚障害者福祉事業協会

社会福祉法人ひょうご聴覚障害者福祉事業協会

全国ろう重複児・者家族連絡会
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3．共催



4．協力 社会福祉法人千葉県聴覚障害者協会

5． 運営

第23回全国聴覚言語障害者福祉交流集会大阪実行委員会

構成団体（予定／順不同）

社会福祉法人大阪聴覚障害者福祉会／公益社団法人大阪聴力障害者協会／社会福祉法人コス

モスほくぷ障害者作業所／大阪手話通訳問題研究会／大阪手話サークル連絡会／障害者支援

施設なかまの里／高齢者介護福祉施設あすくの里／障害福祉事業あいらぶ工房／北摂聴覚障

害者センターほくほく／大阪重複ろうあ者家族の会／大阪ろうあ会館／大阪聴覚障害者福祉

会・後援会／全国福祉保育労働組合大阪地方本部大聴協分会、市身協分会、ほくぷ作業所分

会、大聰福分会
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6．後援（予定）

厚生労働省／社会福祉法人全国社会福祉協議会／大阪府／社会福祉法人大阪府社会福祉協議

会／大阪市／社会福祉法人大阪市社会福祉協議会／社会福祉法人大阪自立支援協会/NHK厚

生文化事業団近畿支局／社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団／公益社団法人毎日新聞大阪

社会事業団／社会福祉法人請責光と愛の事業団／社会福祉法人産經新聞厚生文化事業団

7．協賛（予定）

一般財団法人全日本ろうあ連盟／一般社団法人全日本難聴者・中途失聴者団体連合会／一般

社団法人全国手話通訳問題研究会／一般社団法人日本手話通訳士協会／社会福祉法人全国手

話研修センター／全国障害者問題研究会／きょうされん／全国聴覚障害者情報提供施設協議

会／全国ろう重複障害者施設連絡協議会／全国高齢聴覚障害者福祉施設協議会／特定非営利

活動法人ろう教育を考える全国協議会／障害者（児）を守る会大阪連絡協議会／きょうされ

ん大阪支部／一般社団法人日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会

8． 開催期日 2019年11月16日(±)・17日（日）

立命館大学大阪いばらきキャンパス

大阪府茨木市岩倉町2-150

(JR京都線「茨木駅」下車徒歩約5分）

9． 開催場所

10．開催捌莫 500名
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11． 参加資料代5,000円 ※学生の参加資料代は3,000円
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内容

《開会全体会》

（1）開会式

（2）全体講座(トークセッション）

「これからの福祉を考える～ろうあ者の願いを原点に実践と運動をj

公益社団法人大阪聴力障害者協会理事会相談役清田廣

社会福祉法人大阪聴覚障害者福祉会専務理事佐藤、修

司会あすくの里施設長平田幸也

ほくほく総括主任西田美和

12．

《入門講座》

聴覚障害児・者のライフサイクルに沿って学びます。「家族の思い」やなかまの実態を

「乳幼児期」「学齢期」「成人期」「高齢期」に分けてそれぞれの分野で関わる講師をお招

きしています。

聴覚障害児・者の福祉の運動、実践、社会資源づくりから福祉情勢まで、広く学びたい

方を対象とした初心者向けの講座です。

11月16日（土）

講座1「もず共同作業所の実践と運動大阪」（家族の思い)

講師元もず共同作業所家族(現なかまの里家族会(さとの会)副会長）柴田康江氏

元もず共同作業所指導員(現社会福祉法人コスモス理事）堤昭子氏 、

11月17日（日）

講座2「乳幼児期手話獲得支援事業こめっこの取り組み大阪」（乳幼児期）

講師公益社団法人大阪聴力障害者協会乳幼児期手話獲得支援事業こめつこ

講座3「重複障がいを有する子どもの健康管理と緊急時対応大阪」（学齢期）

講師大阪府立中央聴覚支援学校養護教諭岡本宏美氏

講座4儂福連携事業の取り組み京都」（成人期）

講師社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会さんさん山城

講座5「高齢聴覚障害者への社会資源づくりと支援和歌山」（高齢期）

講師和歌山県聴覚障害者協会

《実践交流会》

第1分科会「労働と発達を考える」

共同研究者社会福祉法人コスモスコスモス研究所中村清隆

共同研究者公益社団法人大阪聴力障害者協会調整中

第2分科会「心とからだの健康づくり」

第1分散会「こころの健康」

共同研究者社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会若狭妙子

共同研究者滋賀県立聴覚障害者センター相談員中西久美子
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第2分散会「からだの健康」

共同研究者社会福祉法人双葉会双葉会診療所院長片倉和彦

共同研究者公益社団法人大阪聴力障害者協会松崎惠美

第3分科会「コミュニケーション保障と集団づくり」

共同研究者元千種聾学校教諭竹沢清

共同研究者公益社団法人大阪聴力障害者協会副会長礒野孝

第4分科会「高齢聴覚障害者の介護を考える」

共同研究者いこいの村・梅木寮施設長記由美

共同研究者公益社団法人大阪聴力障害者協会常任理事小西正

第5分科会「地域生活を考える」

第1分散会「高齢聴覚障害者のくらしを地域で支える」

共同研究者社会福祉法人ひょうご聴覚障害者福祉事業協会理事長大矢暹

共同研究者公益社団法人大阪聴力障害者協会副会長廣田しづえ

第2分散会「重複聴覚障害者のくらしを地域で支える」

共同研究者ほくぶ障害者作業所施設長間吾すなお

共同研究者公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会副理事長小林泉

第6分科会「家族の願いと家族会」

共同研究者全国ろう重複児・者家族連絡会顧問山口愼－

共同研究者公益社団法人大阪聴力障害者協会常任理事中岡正人

第7分科会「福祉実践と福祉制度のありかた」

共同研究者立命館大学産業社会学部教授石倉康次

共同研究者公益社団法人大阪聴力障害者協会会長大竹浩司

第8分科会「聴覚障害児の発達を考える」

共同研究者調整中

共同研究者特定非営利活動法人つくし副理事長渡邊健二

《閉会全体会》

入門講座、分科会の到達点を全体で共有し、次回集会への引継ぎと課題提起を行います。

その他

自主交流会

展示・販売

13．

参加者が発起人となり職種や課題別に集まって交流を深めます。

全国各地の重複と高齢の聴覚言語障害者の作業所、施設、関係団体にて生産

された自主製品等の展示販売を行います。

参加者のご家族・なかまが集い、なかま同士自己紹介やレクリエーション等

を通して交流を深めます。

なかまの集い
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14.日程表

＜お問合せ＞

第23回全国聴覚言語障害者福祉研究交流会大阪大会事務局

社会福祉法人大阪聴覚障害者福祉会

〒583-0842大阪府羽曳野市飛鳥11番 法人事務所

TEL:072-959-2252 FAX:072-959-2632

E-mai;houjin@daichofUku.or;jp
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16日（土） 17日（日）

入門講座 分科会 なかまの集い 入門講座 分科会 なかまの集い

集おう！学ぼう！交流しよう！

隔訴嘉可
司会者打合せ

受付12:00~

－

依頼者から

引継ぎ

開会式・基調報告12：45～

特別講演

13:00～15:00

移動

講座1

家族の思い ’ 分科会

15：30～17：00

移動

会場内

活動

自主交流会（自由参加）

17：30～18：30

依頼者へ

引継ぎ
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調座2

乳児期

9：00～10：00

調座3

学齢期

10:00～11:00

調座4

成人期

11：00～12：00

分科会

9:00~

12：00

昼休憩（1時間）

講座5

高齢期 ’ 分科会

13:00～14:30

移動

閉会全

15:00~

体会

16：00

依頼者から

引継ぎ

会場内

活動

依頼者へ

引継ぎ



《参加申し込みのご案内》

1.参加資料代

2.昼食代

3.宿泊

5,000円 ※学生の参加資料代は3,000円

1,000円※17日（日）のみの注文です。

本集会に関わる宿泊案内は、事務局としては行いません。各自でお申込み

ください。

ご家族の参加を保障するために、別室にて介助（ろう重複障害児・者）およ

び幼児保育を行います。ご希望の方は下記の内容をご了承のうえ、「なかま

の集い」申込用紙に記載・提出をお願いします。

「なかまの集い申込書」をご覧ください。

16日（土） 12：30～17：15

17日（日） 9：00～12：00/13：00～15：00

※昼食介助はありません。ご家族と一緒にお願いします。

ろう重複障害児・者の介助年齢上限はありません。

なかまの集いでお預かりできるのは、3歳以上就学前までに限ります。

当日のなかまのつどい申込はお受けできません。

別紙申込書に必要事項を記入し、下記事務局にFAXまたはメールでお申込

みください。

盲ろうの方は、「盲ろう者参加申込書」にてお申込みください。今大会では

通訳介助の手配はありません。申し訳ご．ざいませんが、参加者さまの地元

の派遣制度をご利用のうえ手配をお願いします。

同伴される介助者の参加費は無料です。ただし1日は介助、もう1日は参

加の場合にはお申込み・参加費が必要となります。

4.なかまの集い

①なかまの集い参加費

②なかまの集い時間

③年齢制限

④その他

5.参加申し込み方法

※お振込みの締切は9月30日（月）です。

お申込みと同時に郵便振替にて、諸費用をお振込みください。

振込み手数料は参加者のご負担でお願いします。

ゆうちよ銀行 口座00950-0-334195

他行からの振込店名○九九（ゼロキュウキュウ）店（099）

種目当座 口座番号0334195

加入者名全聴福研大阪大会（ゼンチョウフクケンオオサカタイカイ）

入金後キャンセルはいかなる場合でもご返金はできません。あらかじめご

了承ください。

2019年9月30日（月）必着

※レポート計画書締切日は8月31日

6.送金方法

7.キャンセル

8申込締切
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《分科会レポート募集》
施設、事業所での日々の援助実践、また地域での取り組みの様子や聴覚障害児・者の支援課題な

どをまとめ、討論を通して次への取り組みを明らかにするとともに、ニーズに基づき先駆的に実践

展開されている支援事業や研究成果の報告をお願いします。

参加者が共有し参考として持ち帰り、全国各地で援助を必要としている聴覚障害者への支援の輪

を広げるためにも、積極的にレポートを発表してください。なお、レポート・報告資料（当日資料・

写真・映像など）の作成に際しては、プライバシー保護の対する配慮をお願いいたします。

1.開催要綱を参考に、報告を希望する分科会（分散会）をお選びください。

2.レポート発表の時間は、約10分間とします。当日の発表は補足説明程度で終わるよう、レポート

作成の際は、報告したいことや討論のポイント等をできる限りわかりやすくまとめてください。

3.まず、レポート提出計画書を送付してください。

レポート提出計画書締切り8月31日（±）【メール・郵送・MX】必着

4.レポート作成・提出について

（1）レポートはA5サイズ2～3ページ程度にまとめ下記の書式で作成してください。

（2）事前資料及び報告集編集の都合上、パソコン(Word)での作成にご協力ください。

5当日「補足資料」について

補足資料を配布する場合は、

必ず当日までに事務局に了承

を得て、分科会（分散会）参加

者数分を、各自で準備しご持参

ください。

6.視聴覚機材の利用の申込について

パソコン等の機器利用を希望される

場合は、その旨をレポート提出計画書に

明記し､事前に申し込んでください｡(台

数に限りがありますので準備できない

場合もあります。ご了承ください｡）

7.原稿の書式

（1）原稿はA5判用紙縦向き、横書き、(1)原稿はA5判用紙縦向き、横書き、2段組。

(2)必ず分科会（分散会)、タイトル、所属、執筆者名をご記入ください。

(3)論議したい項目を実践で囲み、「キーワード」として挙げてください。

(4)余白（上下・左右）は2cmを空けてください

(5)フォントは、HG丸ゴシックM-PROでサイズは10.5ポイントで作成してください。

8.ご提出いただいたレポートは、「事前資料」に掲載し、参加者全員に送付します。
9.送信・送付先 第23回全国聴覚言語障害者福祉研究交流会大阪大会事務局

〒583-0842大阪府羽曳野市飛鳥11番 法人事務所
TEL:072-959-2252 AX:072-959-2632

E-mai:houjin@daichofuku.olqjp
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《自主製品等販売についてのご案内》
販売は各団体で行ってください。

委託販売ではありません。ご注意ください。

実行委員会では、販売場所を提供させていただきます。

宣伝掲示、物品の陳列、販売、売上集計、すべて各団体で行ってください。 ‘

販売について

・販売・陳列スペースは長机1台程度(60cm×180cm)を準備します。

・施設・作業所の紹介や、自主製品の説明なども掲示できますので、ご活用ください。

・陳列販売の準備は当日11月16日（土）の12時からになります。

※(16日12時～17日17時まで会場でお預かりできます）

・販売スペースには限りがあります．配置については事務局で決めさせていただきますのであら

かじめご了承ください。

出品の条件

「第23回全聴福研」参加者であり、下記の所属団体であること。

・全国ろう重複障害者施設連絡協議会加盟作業所・施設

・全国高齢聴覚障害者福祉施設連絡協議会加盟施設

・ろう重複障害者作業所・施設建設中の団体

・その他聴覚障害者福祉関係施設及び団体

物品の搬送について

・会場の都合により、物品は当日持ち込みでお願いします｡事前に会場への配送はご遠慮くださ

い。また終了後もお持ち帰りをよろしくお願いいたします。

・大学内の駐車場は利用できませんので、お車でご来場される場合は各自で駐車場の確認･手配

をお願いします

・物品の事故・破損については､実行委員会では責任を負いかねますのでご了承ください。

申し込みについて

、上記内容をご理解いただいた上、別紙「出店申込書」をご記入いただき、事務局へメールまた

はFAXをお送りください。

申込締切日 2019年 9月30B(月）必着

＜お問合せ＞

第23回全国聴覚言語障害者福祉研究交流会大阪大会事務局

社会福袖去人大阪聴覚障害者福祉会

TEL:072-959-2252 FAX:072-959-2632

E-mai:houjin@daichofuku.oIT
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第23回全国聴覚言語障害者福祉研究交流集会in大阪申込書
※該当する欄に、○及び必要事項をご記入ください。

※入門講座または分科会（第1 ・第2希望）のどちらかを選び○でご記入ください。

参加諸費用 ※該当する欄に○をつけてください

※申込書を事務局までご返ください

FAX O72-959-2632

E-mailhoujin@daichofuku.or・jp

※参加諸費用を郵便振替にてご入金ください。

ゆうちよ銀行

口座番号00950-0-334195

他行からの振込

店名 ○九九（ゼロキユウキユウ店）

種目 当座

口座番号0334195

加入者名：全聴福研大阪大会

※お申込みにあたり、ご提出いただいた個人情報等は、適正な範囲で使用させていただきます。

ふりがな

氏名

男性

女性

区分

聴覚障害者

健聴者

ろう重複障害者

必要な援助 勾容

手話通訳

要約筆記

磁気ループ

住所

〒 重複する障害 その他

TEL FAX

平日昼間の連絡先(TEL・MX・E-mail)

所属機関 職 種 役職名

（ ）聴障団体関係．（ ）手話関係者．（ ）施設関係者.（ ）家族関係者．（ ）学生・その他（ ）

入門講座及び実践交流会（分科会・分散会） 第1希望 第2希望

入門講座

分
科
会

第1

第2

第3

第4

第5

第6

第7

第8

労働と発驚 皇を考える

心とからだのの健康づくり
分散会1

分散会2

こころの建康

からだの健康

コミュニケーション保障と集団づくり

高齢聴覚障害者介護を考える

地域生活を考える
分散会1

分散会2

高齢聴覚障害者の暮らしを地域で支える

重複聴覚障害者の暮らしを地域で支える

茨族の願いと家族会

福祉実践と福祉制度のあり方

聴覚障害児の発達を考える

参加費 5,000円

学生参加費 3,000円

17日昼食代 1,000円

なかまのつどい
※別紙合計額を記入

円

↑善
一
ロ

《
ロ

円

事務局使用欄（処理日・印）

番号 受付

入力 受領



立命館大学 大阪いばらきキャンパス

ノ琴
融．ノ,霧

春日丘

高等学校
犀］

茨木壷譲／／●

茨木
市役所

㎡

｣R茨木駅

東口
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茨木
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立命露大学

(岩倉公園前）

~釣4

尊篠 函竺さ4

、

~守一

毎戎

灘

⑱

〒567-8570大阪府茨木市岩倉町2-150

大阪いばらきキャンパスへのアクセスに閨するお問い合わせ

TELO72-665-2020(キヤンパスインフオメーシヨン）
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